
［
病
院
局
］

中
央
病
院
改
築
等
事
業

◯
新
生
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
フ
ル
カ
バ
ー
の
救
命
救
急

◯
高
い
防
災
対
応
力
を
誇
る
災
害
医
療
の
要

◯
「
志
」
と
「
臨
床
力
」
の
高
い
医
師
を
輩
出
す
る
実
践
教
育
病
院

◯
Ｍ
Ｚ
（
メ
デ
ィ
カ
ル
ゾ
ー
ン
）
本
部
と
し
て
、
高
度
な
医
療
を
提
供

中
央
病
院
の
将
来
像

本
県
医
療
の
中
核
拠
点

◯
研
修
医
の
増
加

→
初
期
研
修
医
数

Ｈ
２
３
「
５
名
」
→
Ｈ
２
６
「
２
２
名
」

◯
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
群
病
院
（
大
学
病
院
本
院
に
準
ず
る
）
の
指
定
（H

26
.4
～
）

◯
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
「
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
Ｓ
ｉ」
の
導
入
（
H2

6.
8 ）

→
Ｈ
２
６
手
術
実
績
（ 1

0月
～

12
月
）
「
１
０
件
」

現
状
の
取
組
み

◯
外
構
工
事
費
等

【
３
９
９
，
０
０
０
千
円
】

・
災
害
時
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
構
築

→
院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、
端
末
上
で
院
内
被
害
状
況

や
患
者
状
況
の
情
報
を
一
元
的
に
把
握

・
病
院
版
災
害
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

→
患
者
受
入
の
可
否
、
被
災
者
安
否
確
認
等
の
情
報
を
、

Ｈ
Ｐ
で
迅
速
に
発
信

・
災
害
時
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
設
置

→
ト
リ
ア
ー
ジ
等
活
動
エ
リ
ア
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
災
害
対

策
本
部
等
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
状
況
を
把
握

平
成
２
７
年
度
の
取
組
み

担
当
：
病
院
局
経
営
企
画
課

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

３
９
９
，
０
０
０
千
円
】

基
幹
災
害
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を
強
化

外
構
工
事
等
の
整
備
に
着
手

高
度
急
性
期
病
院
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
ト
リ
ー
ト

・
外
来
駐
車
場

取
組
み
の
結
果

◯
診
療
収
益
（
１
ヶ
月
平
均
）

Ｈ
２
５
「
９
．
６
億
円
」
→

Ｈ
２
６
「
１
０
億
円
」

堅
調
に
推
移
！

Ｈ
２
７

Ｈ
２
８

→
２
箇
年
（
Ｈ
２
７
～
Ｈ
２
８
）
で
整
備

Ｍ
Ｚ
敷
地
の
一
体
利
用

ア
メ
ニ
テ
ィ
の
向
上

・
玄
関
キ
ャ
ノ
ピ
ー
、
屋
根
付
歩
道

・
ミ
ニ
公
園

災
害
対
応
力
の
向
上

・
ト
リ
ア
ー
ジ
エ
リ
ア

・
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
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［
病
院
局
］

三
好
病
院
の
将
来
像

○
救
急
医
療
の
充
実
（
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）

→
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
受
入
・
搬
送
件
数
（ H

26
.1

2末
）
「
１
６
件
」

◯
地
域
医
療
支
援
病
院
の
指
定
（
H2

6.
3 ）

○
フ
ル
セ
ッ
ト
の
が
ん
治
療
体
制

→
新
設
さ
れ
た
「
地
域
が
ん
診
療
病
院
」
の
早
期
指
定
を
目
指
す

○
災
害
対
応
力
の
強
化
（
免
震
構
造
、
医
療
ガ
ス
設
備
等
）

○
医
療
器
械
等
の
充
実

（
リ
ニ
ア
ッ
ク
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ等
）

現
状
の
取
組
み

①
外
来
駐
車
場
等
工
事
費
等

【
１
８
１
，
０
０
０
千
円
】

・
旧
高
層
棟
解
体
後
の
跡
地
を
外
来
駐
車
場
と
し
て
整
備

②
低
層
棟
機
能
整
備
工
事
費

【
１
８
３
，
０
０
０
千
円
】

・
北
側
玄
関
の
新
設

・
外
来
出
入
口
に
大
型
キ
ャ
ノ
ピ
ー
の
整
備

・
地
域
連
携
ス
ペ
ー
ス
来
院
者
用
に
ト
イ
レ
を
改
修

・
Ｃ
Ｓ
室
の
整
備

◯
シ
ー
ム
レ
ス
な
救
急
医
療
体
制
の
構
築

→
救
急
部
門
の
資
機
材
の
整
備

等

◯
津
波
被
害
時
の
沿
岸
部
へ
の
「
後
方
支
援
機
能
」
の
充
実

①
Ｅ
Ｒ
室
（
救
命
救
急
室
）
に
、

Ｃ
Ｓ
室
（
運
航
管
理
室
）
を
整
備

→
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
群
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
に

②
低
層
棟
に
、
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
機
能
を
整
備

→
発
災
時
の
本
部
対
応
機
能
を
さ
ら
に
強
化

平
成
２
７
年
度
の
取
組
み

担
当
：
病
院
局
経
営
企
画
課

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

３
６
４
，
０
０
０
千
円
】

災
害
へ
の
対
応
力
の
強
化

改
築
事
業
の
総
仕
上
げ
へ

三
好
病
院
高
層
棟
改
築
等
事
業

四
国
中
央
部
の
中
核
拠
点

◯
救
命
救
急
、
西
の
砦

◯
放
射
線
治
療
か
ら
緩
和
ケ
ア
ま
で
、
フ
ル
セ
ッ
ト
の
が
ん
医
療
を

提
供

◯
公
立
３
病
院
で
の
連
携
を
進
め
、
地
域
完
結
型
の
医
療
体
制
の

構
築
を
リ
ー
ド

新
高
層
棟

H2
6.

8開
院

Ｃ
Ｓ
室
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［
病
院
局
］

海
部
病
院
の
将
来
像

現
状
の
取
組
み

◯
本
体
工
事
費
等

【
２
，
５
６
５
，
０
０
０
千
円
】

◯
高
台
へ
の
移
転
改
築
に
よ
り
、

→
発
災
時
に
は
、
災
害
対
応
に
シ
ー
ム
レ
ス
に
シ
フ
ト

ツ
イ
ン
ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
よ
る
大
規
模
搬
送
が
可
能
に

「
牟
岐
バ
イ
パ
ス
」
、
「
避
難
広
場
」
、
「日
本
赤
十
字
社
の
備
蓄
庫
」

も
整
備
→

県
南
地
域
の
新
た
な
防
災
拠
点
づ
く
り
を
目
指
す

平
成
２
７
年
度
の
取
組
み

担
当
：
病
院
局
経
営
企
画
課

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

２
，
５
６
５
，
０
０
０
千
円
】

災
害
へ
の
対
応
力
の
強
化

本
格
的
に
新
病
院
建
築
工
事
を
推
進

Ｈ
２
５

Ｈ
２
６

Ｈ
２
７

Ｈ
２
８

本
体
工
事

立
体
駐
車
場
整
備

外
構
工
事

海
部
病
院
改
築
事
業

最
前
線
の

先
端
災
害
医
療
拠
点

◯
巨
大
地
震
を
迎
え
撃
つ
前
線
基
地

◯
地
域
医
療
を
担
う
総
合
診
療
医
の
育
成
道
場

（
年
割
額
）
【
Ｈ
２
６
】

【
Ｈ
２
７
】

【
Ｈ
２
８
】

35
3,

00
0 千
円

2,
56

5,
00

0 千
円

3,
13

2,
00

0 千
円

◯
海
抜
「
約
１
５
．
６
ｍ
」
の
高
台
へ
移
転
改
築

→
用
地
造
成
工
事
の
実
施

新
病
院
本
体
工
事
に
着
手
（
免
震
構
造
、
ツ
イ
ン
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）

総
合
診
療
医
育
成
の
た
め
、
地
域
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
を
整
備

○
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◯
「
県
立
３
病
院
」
、
「
鳴
門
病
院
」
、
「
徳
島
赤
十
字
病
院
」の

災
害
担
当
者
に
よ
る
検
討
チ
ー
ム

◯
情
報
共
有
と
具
体
策
の
検
討

①
災
害
訓
練
の
共
同
実
施

→
Ｈ
２
６
実
績

中
央
病
院
の
災
害
訓
練
へ
の
共
同
参
加

②
災
害
用
備
蓄
（
食
料
・
資
機
材
）
の
共
同
調
達

→
Ｈ
２
６
実
績

備
蓄
食
料
の
共
同
購
入
を
実
施

災
害
医
療
連
携
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
推
進

う
ち
、
地
域
医
療
再
生
基
金

約
９
．
８
億
円

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
基
金

６
７
，
５
０
０
千
円

○
事
業
費
（
継
続
費
）
【
６
０
．
５
億
円
】

完成予定

高
台
移
転
に
加
え

顔
の
見
え
る

関
係
づ
く
り
も
！
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

主
な
取

組
み

◎
「
と
く
し
ま
食
の
安

全
安
心
情
報

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
創

設

◎
事

業
者

の
取

組
支
援

・
ト

ッ
プ

セ
ー

ル
ス

の
実

施
・

県
ア

ン
テ

ナ
シ

ョ
ッ

プ
や

関
連

施
設

で
の

取
扱

い
支

援

◎
「
食

の
安

全
安

心
・
学

び
推

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

創
設

・
「

食
品

表
示

責
任

者
養

成
研

修
」

の
開

催

・
「

認
証

&
H

A
C

C
P
導

入
担

当
者

養
成

研
修

」
の

開
催

人
材

育
成

制
度

の
強

化
・

定
着

情
報

発
信

◎
「
食

品
表
示
Ｇ
メ
ン
」
の

更
な
る
増

員
と
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
」
の
活
用

◎
「
消
費

生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
食
品
表
示

特
別
研
修
」
の
開
講

監
視

機
能

の
強

化

［
危

機
管
理

部
］

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額
１
０
，
０
０
０
千
円
】

①
届
出
対
象
の
拡
大

②
認
証
制
度
の
拡
充

③
H
A

C
C
P
の
普
及
拡
大

・
意

欲
あ

る
食

品
加

工
業

者
に

普
及

拡
大

（
輸

出
促

進
）

・
他

品
目

へ
の

認
証

の
拡

大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
３
本

の
柱

◎
「
食
品

表
示
専

門
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
仮
称
）
」
の

派
遣

◎
「
ト
レ
ー
ス
フ
ー
ド
事
業

所
認
定
制
度

」
の
創
設

◎
「
ト
レ
ー
ス
フ
ー
ド
事
業

所
認
定
制
度

」
の
創
設

・
ま

ず
は

、
飲

食
店

事
業

者
を

モ
デ

ル
に

ス
タ

ー
ト

！

◎
「
ト
レ
ー
ス
フ
ー
ド
優
秀

事
業
所
表
彰

制
度
」
の
創

設
表

彰

発 展

・
食

の
安

全
安

心
対
策

統
括

本
部

の
設
置

・
食

品
表

示
Ｇ
メ
ン
の
増

員

・
食

品
事

業
者

等
届
出

制
度

の
創

設

・
鳴

門
わ

か
め
認

証
制

度
の

創
設

本
年
の
取
組
み

2
 
本
県
独
自
の
先
進
的
な
取
組
み
に
よ
り
、
「
徳
島
」
の
信
頼
度
・
存
在
感
・
イ
メ
ー
ジ
を
ア
ッ
プ

1
 
食
の
信
頼
確
保
に
よ
り
、
「
県
産
品
の
高
付
加
価
値
化
」
と
「
国
内
及
び
海
外
に
お
け
る
販
路
拡
大
」
を
推
進

担
当
：
安
全
衛
生
課

新
と

く
し

ま
ト

レ
ー

ス
フ

ー
ド

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業

製
造

・
加
工
・
流
通
等
の
透
明
性
を
高
め
、
食
の
信
頼
確
保
に
よ
る
高
付

加
価
値
化

期
待
さ
れ
る
効
果

◎
「

届
出

制
度

」
要

綱
か

ら
「

新
条

例
」

へ

「
食

品
表

示
の

適
正

化
等

に
関

す
る

条
例

(仮
称

)」
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［
保
健
福
祉
部

］

・H
2
7
年
1
月
～
医
療
費
助
成
制
度
の
法
制
化

・
難

病
医

療
拠

点
病

院
（
総

合
型

･領
域

型
）
の
指

定
・
病

態
の
解

明
や
新

薬
開

発
な
ど
調

査
、
研

究
の
推

進
・
難

病
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー
の
充

実
強

化

♦
希

少
難

病
等

専
門

性
の
高

い
医

療
の
確

保
♦
複

雑
多

様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
た
相

談
へ
の
対

応
♦
医

療
依

存
度

の
高

い
患

者
等

の
入

院
か
ら
在

宅
療

養
へ
の

移
行
支
援

【平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

１
６
，
３
８
９
千
円
】

担
当
：
健
康
増
進
課

新

■
難

病
総

合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
設

置
・
患
者

の
生

活
状

況
調

査
等

分
析

評
価

・
症

例
検

討
会

を
通

じ
た
医

療
相

談
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

・
難
病
相
談
機
関
へ
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ズ

■
在

宅
重

症
難

病
患

者
一

時
入

院
事

業
（
レ
ス
パ
イ
ト入

院
）を

実
施

■
徳

島
大

学
病

院
と
の
連
携

に
よ
る
相
談

会
の
開

催

徳
島

大
学

病
院

に
…

徳
島

病
院

で
は

…

患
者

団
体

と
…

徳
島

大
学

病
院

難
病

医
療

拠
点

病
院

(総
合
型

)
難

病
相

談
支

援
セ
ン
タ
ー

患
者

団
体

・
徳

島
大

学
病

院
と
の

定
例

相
談

会

県
健

康
増

進
課

・
難

病
医

療
連

絡
協

議
会

･普
及
啓
発
･総

合
調
整

保
健

所
・
重

症
患

者
(Ａ

Ｌ
Ｓ
等

）
へ

の
在

宅
療
養

支
援

・
難

病
地

域
対
策

協
議

会

徳
島

病
院

難
病
医
療
拠
点
病
院

(領
域
型
）

H
2
8
～
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［
保

健
福

祉
部

］
新

【
平

成
2

7
年

度
当

初
予

算
額

３
,0

0
0
千

円
】

本
人

の
健

康
被

害

危
険

性
の

周
知

継
続

的
な

啓
発

担
当

：
薬

務
課

監
視

・
指

導
・

取
締

の
強

化

・
危

険
ド

ラ
ッ

グ
を

「
危

険
薬

物
」

と
し

て
規

制

・
「

知
事

監
視

製
品

」
制

度
の

導
入

・
「

知
事

指
定

薬
物

」
の

指
定

・
危

険
ド

ラ
ッ

グ
の

試
買

・
検

査

条
例

制
度

の
周

知
県

民
か

ら
情

報
収

集

交
通

事
故

等
の

二
次

的
な

被
害

「
脱

法
・

合
法

」
等

と
称

し
て

若
者

を
中

心
に

乱
用

「
徳

島
県

危
険

ド
ラ

ッ
グ

1
1

0
番

」

フ
ォ

ー
ラ

ム
の

開
催

・
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
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調
査
研
究
の
推
進

1
,0

0
0
千

円

○
認

知
症

高
齢

者
見

守
り
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰに

「調
査

機
能

」
を
付

加
・
若
年
性
認
知
症
実
態
調
査

・ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実
態
調
査

現 状

【
平

成
2
7
年

度
当

初
予

算
額

2
2
,2

3
2
千

円
】

方 針［
保

健
福

祉
部

］

➀
認

知
症

は
｢誰

も
が
な
り
う
る
｣

6
5
歳
以
上
の
｢4
人
に
1
人
｣!

地
域
の
見
守
り
機
能
強
化

(事
件
･事
故
に
遭
う
リ
ス
ク
を
軽
減

)

早
期
発
見
･早
期
治
療

(症
状
の
進
行
を
遅
ら
せ
る

)

担
当

：
長

寿
保

険
課

認
知

症
の
方

や
そ
の
ご
家

族
が

住
み
慣

れ
た
地

域
で
安

心
し
て
暮

ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
実

現

○
県

認
知

症
対

策
連

携
推

進
会
議

○
市

町
村

認
知

症
連

絡
会

議

連
携
体
制
の
充
実

7
8
6
千

円

○
認

知
症

ｻ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ医

養
成
研

修

○
認

知
症

ｻ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄ医

ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰｱ

ｯ
ﾌ
ﾟ研

修

○
か
か
り
つ
け
医

認
知
症

対
応

力
向

上
研
修

○
認

知
症

疾
患

医
療

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ事

業

医
療
体
制
の
充
実

1
3
,7

2
2
千

円

○
普

及
啓

発
推

進
事

業

○
介

護
資

源
活

用
型

地
域

ﾘｰ
ﾀ
ﾞｰ
養

成
研
修

○
認

知
症

対
策

普
及

・啓
発

推
進

月
間

事
業

普
及
啓
発
等
の
推
進

１
,6

3
2
千

円

○
認

知
症

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

○
県

南
部

・
西

部
へ
の
「
巡

回
相

談
」
の
拡
充

○
地

域
と
つ
な
が
る
「認

知
症

カ
フ
ェ
」
の
設

置
促

進

相
談
･家
族
支
援
体
制
の
充
実

3
,5

9
2
千

円

生
活
習
慣
の
改
善

(認
知
症
予
防

)

H
2
5
 全
国
で
行
方
不
明
者

｢1
万
人
超
｣!

(県
内

9
1
人

)

○
｢広

域
連

携
体

制
｣模

擬
訓

練

○
優

秀
キ
ャ
ラ
バ
ン
・メ

イ
ト
表

彰
、
協

力
事
業

所
登

録

○
見

守
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

な
ど

地
域
の
見
守
り
機
能
強
化

2
,5

0
0
千

円
内 容

地
域

に
お
け
る

応
援

団
の
充

実

各
種

課
題

の

調
査

･分
析

家
族

支
援

の
充

実

詐
欺
に
遭
う

ﾘ
ｽ
ｸ
は

7
.6
倍

!

➂
認

知
症

高
齢

者
が
事

件
・
事

故
に

遭
う
ケ
ー
ス
が
多

発

H
3
7
に
は
｢団
塊
の
世
代
｣が

7
5
歳
以
上
に

!

➁
認

知
症

高
齢

者
が
さ
ら
に
増
加
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～
徳

島
県

発
達

障
が

い
者

総
合

支
援

セ
ン

タ
ー

新
た

な
拠

点
が

オ
ー

プ
ン

～

［
保

健
福
祉
部
］

【
平

成
2
7
年
度
当
初
予
算
額

8
,1

0
0
千
円
】

新

西
部

サ
テ
ラ
イ
ト

ハ
ナ

ミ
ズ

キ
・
西

部
サ

テ
ラ
イ
ト
地

域
支

援
事

業

福
祉

・
教
育
・
医
療
・
就
労

「
四

位
一
体
」
の
総
合
支
援
を

県
西

部
で
実
施

～
進

化
し
た
徳
島
モ
デ
ル
～

福
祉

教
育

県
全
体
の

支
援
体
制
の

充
実
・
強
化

発
達
障

が
い

の
あ

る
方

が
安

心
し
て
暮

ら
せ

る
社
会
を
め

ざ
し
て

■
嘱
託
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
地
元
医
療
機
関
と
の
連
携

■
相
談
（
来
所
・
巡
回
）

■
保
護

者
へ
の
情
報
提
供
等

■
心
理
検
査
、
発
達
検
査

■
研
修
会
、
啓
発
活
動

■
地
域
専
門
機
関
へ
の
専
門
的
な
助
言

地
域

の
関

係
機

関
と
の
連

携
総

合
支

援

担
当

：
発
達
障
が
い
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の

ノ
ウ
ハ

ウ
活

用

医
療

■
就
労
に
向
け
た
生
活
改
善
、

対
人
技
能
等
の
習
得

就
労

に
よ
る
医
学
的
支
援
の
充
実

早
期

発
見

・
早

期
支

援
社

会
参

加
・
自

立
支

援

■
西

部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
と
の

連
携

・
作

業
実

習
の

実
施

、
資
格

取
得
の

た
め
の

講
習

を
受

講
就

労
促
進

■
池

田
支
援
学
校
美
馬
分
校
と
の
連
携

・
通

常
学

級
向

け
教

員
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

開
発

等
へ

の
支

援
教

員
の

指
導

力
の

向
上

-49-



2
7

1

0

1
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

5
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

H
2
3

H
2
4

H
2
5

H
2
6
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市
民

後
見

人
等

の
養

成

市
民

後
見

人
等

の
養

成

支
援

関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

支
援

関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

権
利

擁
護

・
成
年
後

見
制
度

の
普

及
啓

発

権
利

擁
護

・
成
年
後

見
制
度

の
普

及
啓

発

法
人

後
見

の
立
ち
上

げ

支
援

法
人

後
見

の
立
ち
上

げ

支
援

成
年

後
見

制
度
の

相
談

成
年

後
見

制
度
の

相
談

○
「
認
知
症
高
齢
者
」
の
増
加
等
に
よ
り
、
日
常

生
活
に
お
け
る
意
思
決

定
に
支
援
が

必
要

な
方
が
増
加

○
認
知
症
や

知
的

障
が

い
、
精

神
障

が
い
等

に
よ
り
判

断
能

力
が

不
十

分
な
方

の
財

産
や

生
活

を
守

る
た
め
の

法
律

行
為

を
行

う
「
成

年
後

見
制

度
」
へ

の
ニ
ー
ズ
の

高
ま
り

○
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
、
成

年
後
見

制
度
に
係
る
相
談
、
普
及

啓
発
、

市
民
後

見
人

等
の

養
成

等
を
推

進

【
平
成
２
７
年
度
当
初
予
算
額

７
，
０
０
０
千
円
】

担
当

：
地
域
福
祉
課

［
保

健
福
祉
部
］

地
域

で
ま
も
る
安

心
生

活
支

援
事

業 県
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

（
仮

称
）

高
齢

者
人

口
の

増
加

認
知

症
高

齢
者

等
の

増
加

日
常

生
活

自
立

支
援

事
業

利
用

者
の

増
加

成
年

後
見

制
度

利
用

者
の

増
加

ど
こ
に
相

談
し

た
ら
い
い
の

？

消
費

者
被
害
が
不
安
・
・
・

成
年

後
見
制
度
っ
て

ど
ん
な
制

度
？

新

県
社

協
に
開

設

判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
を

代
理

し
て
、
財
産
管
理
や
契
約

な
ど
の

法
律

行
為

を
行

う
こ
と

が
で
き
る
制
度

成
年

後
見
制
度
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［
保
健
福
祉

部
］

○
生

活
保

護
受

給
者

は
２
１
６
万

人
を
超

え
過

去
最

高
水

準
に
あ
り
、
と
り
わ

け
稼

働
年

齢
層

と
考

え
ら
れ

る
「
そ
の

他
の

世
帯

」
の

割
合

が
大

き
く
増

加

○
非

正
規

労
働

者
や

年
収

２
０
０
万

円
以

下
の

給
与

所
得

者
の

増
加

と
、
生

活
困

窮
に
至

る
リ
ス
ク
の

高
い
層

が
増

加

○
生

活
保

護
に
至

る
前

の
自

立
支

援
策

の
強

化
を
図

る
た
め
、
平

成
２
７
年

４
月

か
ら
「
生

活
困

窮
者

自
立

支
援

法
」
に
基

づ
き
各

種
事

業
を
展

開

（
全

て
の

福
祉

事
務

所
設

置
自

治
体

で
実

施
、
県

内
で
は

８
市

及
び
１
６
町

村
部

に
お
い
て
は

県
が

実
施

主
体

）

生
活

困
窮

者
自

立
促

進
支

援
事

業
新

【
平

成
２
７
年

度
当

初
予

算
額

４
８

,７
９
３
千

円
】

◆
自

立
相

談
支

援
事
業

（
必
須
事
業
）

・
包

括
的
な
支
援

「
制
度
の
狭
間
」
に
陥
ら
な
い
よ
う
に

・
個

別
的
な
支
援

個
人
の
状
況
に
応
じ
て

・
早
期

的
な
支
援

生
活
保
護
に
至
る
前
の
段
階

か
ら

・
継

続
的
な
支
援

本
人
の
段
階
に
合
わ

せ
て
切
れ
目
な
く

◆
就

労
準

備
支

援
事
業

（
任
意
事
業
）

・
日
常
、
社
会
的
自
立
の
た
め
の
訓

練

◆
住

居
確

保
給

付
金
（
必

須
事
業

）
・
就

職
活

動
を
支

え
る
た
め
の
家

賃
費

用
を
有

期
で
給

付

◆
家

計
相

談
支

援
事
業

（
任
意
事
業
）

・
家
計
再
建
に
向
け
た
き
め
細

か
な
相

談
・支

援

・
家

計
再
建
資
金
貸
付
の
あ
っ
せ
ん

な
お
、
一
般
就

労
が

困
難

な
者

◆
就

労
訓

練
事

業
（
中
間

的
就
労

）
・
支
援
付
き
の
就
労
の
場
の
提
供

事
業

所
は

知
事

が
認

定

身
近

な
と
こ
ろ
で
相

談
が

で
き
る
よ
う

各
町

村
に
相

談
窓

口
機

能
を
確

保

支
援

調
整

会
議

担
当
：
地
域
福
祉
課

関
係

機
関

連
携

に
よ
る

生
活

困
窮

者
支

援

生 活 困 窮 状 態 か ら の 脱 却 ・ 自 立
・
福
祉
事
務
所

・
町
村

・
社
会
福
祉
協
議
会

・
民
生
委
員

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

・
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

き
め
細

か
な

相
談

支
援

働
け
る
世

代
へ

の

就
労

支
援

関
係

機
関
で

協
議

・
調
整
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［
教

育
委

員
会

］

担
当

：
特
別
支
援
教
育
課

・
発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
⽣
徒
を
含
め
た
学
校
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
確
⽴

・
集
団
指
導
の
「
教
材
」
、
「
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
⽤
に
係
る
教
員
研
修

・
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
る
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
強
化

・
特
別
⽀
援
学
校
「
ゆ
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
」
開
催

・
発
達
障
が
い
者
等
雇
⽤
企
業
応
援
研
修

幼
稚
園

，
小

学
校

，
中

学
校

に
お
け
る
学

校
ぐ
る
み

の
指

導
体
制
の

充
実

特
別

支
援

学
校

セ
ン
タ
ー
的

機
能

の
充

実
と
教

員
の

指
導

力
向

上

社
会

的
・
職

業
的

自
立

に
向

け
た

社
会

ス
キ
ル

の
強

化

早
期

発
見

・
早

期
支

援
に
関

す
る
連

携
と

障
が

い
に
対

す
る
理

解
の

促
進

職
業

教
育

の
充

実
に
関

す
る
連

携

・
集
団
指
導
の
「
教
材
」
、
「
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
⻄
部
展
開

・
早
期
発
⾒
・
早
期
⽀
援
の
教
員
研
修
会
開
催

・
地
域
住
⺠
の
協
⼒
に
よ
る
授
業
⽀
援
・
地
域
貢
献

・
⻄
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
と
連
携
し
た
作
業
学
習
の
種
⽬
開
発

・
特
別
⽀
援
学
校
「
ゆ
め
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア

in
 W

ES
T」
開
催

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
・
西

部
サ

テ
ラ
イ
ト
と
の

連
携

西
部

テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

と
の

連
携事

業
所

多
様

な
学

び
の
場
の
充
実

専
門

性
の

向
上

就
労

に
向

け
た
支
援

池
田
支
援
学
校

（
本
校
・
美
馬
分
校
）

地
域

住
民

と
の
連

携

～
徳
島

な
ら
で
は
の
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
」
を
推
進
～

実
習
機
会
の
充
実
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
の

向
上

新

新

【
平

成
２
７
年

度
当

初
予

算
額

１
４
，
０
０
０
千

円
】

【
９
，
０
０
０
千
円
】

【
５
，
０
０
０
千
円
】

発
達

障
が

い
等

「
地

域
の

ま
な
び
支

援
」
推

進
事

業 特
別

支
援
「
西
部
モ
デ
ル
」
構
築
事
業
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